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The purpose of this study was to examine the relationship between fear of negative evaluation 
and aggressive behavior. In addition, we also examined differences in the relationship according 
to giving and receiving social support. A questionnaire survey was conducted on 153 university 
students. The results showed that fear of negative evaluation directly suppressed verbal aggres-
sion, while fear of negative evaluation increased hostility, hostility increased anger, and anger 
increased physical and verbal aggression. In contrast, students with low social support found 
that there was no association between fear of negative evaluative and verbal aggression.
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問題と目的

　攻撃行動とは，他者に対して有害な刺激を与えよ
うと試みる行動と定義されている（Buss, 1971）。攻
撃行動は様々な分類がされているが，Buss & Perry 

（1992）では身体的攻撃（physical aggression），言
語的攻撃（verbal aggression）に分類されている。

「身体的攻撃」とは暴力反応傾向，暴力への衝動など
の身体的な攻撃反応のことである。「言語的攻撃」と
は議論好き，自己主張などの言語的な攻撃反応のこ
とである。
　そして，大渕（1986）では，敵意があるほど人々

は攻撃行動を強く願望し，それを実行することも多
いことが明らかにされている。さらに，大渕・小倉

（1984）によると，怒りが喚起されると 9 割の人は何
らかの攻撃行動を行いたいと願望したということも
示されている。さらに坂井・山崎（2004）でも敵意
や短気といった行動としては表に出ない攻撃である
不表出性攻撃が身体的攻撃や言語的攻撃といった行
動として表に出る攻撃である表出性攻撃の生起に影
響を及ぼすということも明らかにされている。
　また，自己評価が脅かされることが攻撃の原因に
なっていることも明らかにされている（Goldstein，
1975）。そのため，他者からの評価の過敏性と攻撃行
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動との関連性を明らかにする必要があるだろう。そ
こで，「他者からの否定的評価に対する心配や，否定
的に評価されるのではないかという予測に対する心
配」と定義されている（Watson & Friend, 1969）評
価懸念を取り上げる。
　評価懸念の特徴として，山本・田上（2001）では，
目の前に他者が存在するかしないかといった状況の
違いはあまり関係がないこと，客観的に考えると不
安を感じる理由は何もない場合でさえも生じること
や他者に否定的に評価される材料を与えてしまった
かどうかわからない場合でも生じることが指摘され
ている。熊切・渡部（2017）によれば，評価懸念が
高いほど，社会的手がかりの中でも否定的なものに
注目しやすく，あいまいな対人状況を否定的に解釈
しやすい傾向である「解釈バイアス」により相手の
反応の原因を「敵意帰属」しやすいことが示されて
いる。さらに，敵意帰属バイアスに関する片岡

（1997）や戸田・渡辺（2012）の研究によると，敵意
帰属バイアスの高い者ほど他者に対して攻撃行動を
示しやすいことが明らかにされている。
　これら一連の攻撃行動の生起過程は社会的情報処
理モデルの枠組みから説明することも可能である。
Crick & Dodge（1994）の社会的情報処理モデルは，
対人的相互作用の場面で人は情報をどのように意思
決定をするのかを 6 つの段階に分けてモデル化され
ている。最初の段階は「手がかりの符号化」である。
他者と何らかの相互作用が起きたときにどの手がか
りを受け取るかということである。第二段階は「手
がかりの解釈」である。相互作用に至った相手の意
図を何に帰属するかということである。第三段階は

「目標の明確化または選択」である。相互作用の相手
に何を求めるかであり，その相手とこれからも良い
関係を維持したいのか，それとも関係を維持させた
くないのかということである。第四段階は「反応の
探索と構築」である。その目標を達成するためにど
のような手段（反応〉があり得るかが，それまでの
経験から得られた記憶の中から検索される。第五段
階は「反応の決定」である。反応を実行したときに
どのような結果になることが予想されるかが検討さ
れる。第六段階は「行動実行」である。評価懸念が
高い人は他者からの否定的な評価を気にしているた
め，社会的手がかりの中でも否定的なものに注目し
やすいと推測され，そして状況を他者の敵意に帰属
してしまい，相手から敵意を向けられているから相

手に対しても敵意を向け，攻撃行動をとると考えら
れるだろう。
　また，Twenge et al.（2001）の社会的排斥と攻撃
の研究によると仲間外れにされ，他者と互恵的な関
係を築くことができない状況になると攻撃的になる
ことが示されている。さらに，DeWall et al.（2009）
によると，社会的排斥が高まると，他人の中立的で
あいまいな行動を敵対的と評価し，攻撃行動を生み
出すことが示されている。そこで，攻撃行動に影響を
与える因子としてソーシャルサポートを取り上げ，ソ
ーシャルサポートの提供・受容の両面から検討する。
　ソーシャルサポートは，他者からの社会的支援に
関する認知であり，Cobb（1976）によれば「社会的
ネットワークにおける他者から愛され，尊敬され，
価値あるものとみなされ，コミュニケーションのネ
ットワークの中の一員であると信じさせてくれる，
情報である」と定義されている。ソーシャルサポー
トの定義に関しては他にもいくつかなされているが，
概括すれば他者から受けている援助に関する認知と
いうことになるだろう。この定義から個人のソーシ
ャルサポートについての認知はそのまま他者との互
恵的な関わりの認知と同義となるだろう。そして，
互恵的な人間関係を築くことが評価懸念と攻撃行動
の関連性に与える影響を明らかにすることが必要で
あると考える。
　以上から，要因間の関連を検討するために以下の
ようなモデルを想定した。まず「評価懸念」から「敵
意」，「短気」，「身体的攻撃」，「言語的攻撃」のパス
を設定した。「敵意」からは「短気」，「身体的攻撃」，

「言語的攻撃」に，「短気」からは「身体的攻撃」，「言
語的攻撃」に対してパスを設定した。なお，「身体的
攻撃」と「言語的攻撃」との間には相関を仮定した

（Figure 1）。そして，評価懸念が高いと攻撃行動は
高くなるが，ソーシャルサポート授受が高い場合は
この関連性は弱まると仮説を立てた。
　本研究の目的は評価懸念と攻撃行動の関連性にお
いて，他者を助け，また助けられているというソー
シャルサポートの授受経験がどのように影響するの
かを明らかにすることである。つまり，他者からの
評価が気になる人が，他者を助け，また助けられて
いるという経験をすることが攻撃行動にどのような
影響を及ぼすのかを検討することにより相互作用の
現状の把握し，攻撃行動を防ぐことを目的とする。
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方　法

　実施方法および対象者　2022年5月～6月にGoogle 
form を用いて質問調査を実施し，大学生 153 名（男
性 86 名，女性 62 名，その他 5 名，平均 19.86 歳，
SD = 1.31）から回答を得た。謝礼は提示していな
い。回答は無記名で行われ，実施時間は約 5 分であ
った。
　質問項目　個人属性：性別，年齢，学年について
回答を求めた。評価懸念：評価懸念尺度（山本・田
上，2001）10 項目のうち対象者の負担を考慮し，因
子負荷量の高い方から 5 項目を用いた（α＝.89）。選
択肢は「1．まったく当てはまらない」から「4．とて
も当てはまる」の 4 件法であった。ソーシャルサポ
ートの受容：大学生用ソーシャルサポート尺度（片
受・大貫，2014）23 項目のうち対象者の負担を考慮
し，各因子の因子負荷量の高い方から 3 項目の計 9
項目を用いた（α＝.92）。この尺度は「評価的サポ
ート」「情報・道具的サポート」「情緒・所属的サポ
ート」の 3 つの下位尺度からなるが，全ての尺度得
点を合計することで総合的なソーシャルサポートの

測定ができる。選択肢は「1．全くあてはまらない」
から「4．非常に当てはまる」の 4 件法であった。ソー
シャルサポートの提供：大学生用ソーシャルサポート
尺度（片受・大貫，2014）23 項目のうちソーシャル
サポートの受容の項目と同じ計 9 項目の質問項目の
語尾を「～する」と能動態に調整し用いた（α＝.84）。
選択肢は「1．全くあてはまらない」から「4．非常に
当てはまる」の 4 件法であった。攻撃行動：日本版
Buss-Perry 攻撃性質問紙（BAQ）（安藤他，1999）
24 項目のうち対象者の負担を考慮し，各因子の因子
負荷量の高い方から 4 項目の計 16 項目を用いた。選
択肢は「1．まったくあてはまらない」から「5．非常
によくあてはまる」の 5 件法であった。この尺度は

「身体的攻撃」（α＝.82），「言語的攻撃」（α＝.79），
「敵意」（α＝.77），「短気」（α＝.74）の 4 つの下位
尺度からなっていた。

結　果

　評価懸念と攻撃行動の関連性を検討するため，相
関分析を行った（Table 1）。評価懸念と敵意との間
には有意な中程度の正の相関がみられ（r = .62，

Table 1　各変数の記述統計量および相関係数

変数 M SD
相関係数

1 2 3 4 5
1．敵意 3.38 1.07
2．短気 2.89 1.05 .30＊＊

3．身体的攻撃 2.34 1.07 .26＊＊ .56＊＊

4．言語的攻撃 2.90 0.92 .02 .36＊＊ .35＊＊

5．評価懸念 2.92 0.81 .62＊＊ .21＊＊ .19＊＊ －.16
＊＊p < .01, ＊p < .05

Figure 1　本研究で想定したモデル

注）�点線はサポート授受高群において正の関連性が弱まると想定する。

短気
敵意

言語的攻撃

身体的攻撃

評価懸念
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p <.001），評価懸念が高いと敵意が高いということ
が明らかになった。評価懸念と短気の間には有意な
弱い正の相関がみられ（r =.21，p =.008），評価懸
念が高いと短気が高いということが明らかになった。
評価懸念と身体的攻撃の間には有意な弱い正の相関
がみられ（r =.19，p =.019），評価懸念が高いと身
体的攻撃が高いということが明らかになった。評価
懸念と言語的攻撃の間には有意な関連はみられなか
った。（r = －.16，p =.053）。
　Figure 1 で想定したモデルについて，HAD（清
水，2016）を使用して構造方程式モデリングによる
パス解析を行った。そして，有意でないパスを除い
ていき，最終的に得られたモデルがFigure 2である。
モデルの適合度指標の値は GFI =.99，CFI = 1.00，
RMSEA =.00 であり，モデルはデータに対して高い
適合度を示したといえる。評価懸念は言語的攻撃に対
しては有意な負の関連がみられ（β= －.26，p <.001），
敵意に対しては有意な正の関連がみられ（β=.49，
p <.001），敵意は短気に対して有意な正の関連がみ
られ（β＝.30，p <.001），短気は身体的攻撃（β=.56，
p <.001），言語的攻撃に対して有意な正の関連がみ
られた（β=.42，p <.001）。
　ソーシャルサポートの授受による差を検討するた
め，ソーシャルサポートの提供の得点とソーシャル

サポートの受容の得点を変量とし，Ward 法によるク
ラスタ分析によって，対象者を分類した（Table 2）。
その結果，2 クラスタが得られた。それぞれの特徴
を明らかにするため，各クラスタのソーシャルサポ
ートの提供の平均値，ソーシャルサポートの受容の
平均値を求め，クラスタ間のｔ検定を行った。その
結果，ソーシャルサポートの提供，ソーシャルサポ
ートの受容のどちらも 0.1% 水準で有意な差がみら
れた。第 1 クラスタはソーシャルサポートの提供・
受容の合計得点が有意に高かったため，サポート授
受高群と命名し，第 2 クラスタはソーシャルサポー
トの提供・受容の合計得点が有意に低かったため，
サポート授受低群と命名した。
　そして，サポート授受の高低群に分けたうえで多
母集団同時分析を行った。高低群いずれにおいても
有意でないパスを除いていき，最終的に得られたモ
デルは Figure 3 であった。モデルの適合度指標の値
は GFI =.97，CFI =.996，RMSEA =.046 であり，
モデルはデータに対して高い適合度を示したといえ
る。サポート授受高群の評価懸念は敵意に対して有意
な正の関連がみられ（β=.61，p <.001），敵意は短気
に対して有意な正の関連がみられ（β=.30，p <.019），
短気は身体的攻撃（β=.58，p <.001），言語的攻撃に
対して有意な正の関連がみられたが（β =.52，

Table 2　ソーシャルサポート授受の類型

全体 サポート授受高群
（n = 61）

サポート授受低群
（n = 91） t 値

ソーシャルサポートの提供
M 21.79 24.74 19.76 10.24（p < .001）
SD 3.84 2.95 2.97

ソーシャルサポートの受容
M 28.69 34.49 24.74 18.76（p < .001）
SD 5.99 1.93 4.37

Figure 2　評価懸念と攻撃行動の関連性

＊＊p <.01
注）Figure内の係数は標準化係数を示している。

評価懸念

身体的攻撃
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p <.001），評価懸念は直接的には言語的攻撃に対し
て有意な負の関連がみられた（β= －.30，p = .019）。
一方，サポート授受低群の評価懸念は敵意に対して有
意な正の関連がみられ（β=.68，p <.001），敵意は短
気に対して有意な正の関連がみられ（β=.33，p =.001），
短気は身体的攻撃（β=.58，p <.001），言語的攻撃に
対して有意な正の関連がみられたが（β=.32，p =.002），
言語的攻撃に対して有意な関連はみられなかった（β= 
－.18，p = .062）。

考　察

　本研究の目的は，評価懸念と攻撃行動の関連性を
検討すること，評価懸念と攻撃行動の関連性にソー
シャルサポートの授受が与える影響について検討す
ることであった。
評価懸念と攻撃行動の関連性の検討
　評価懸念尺度と日本版 Buss-Perry 攻撃性質問紙

（BAQ）の各因子を用いてパス解析を行った結果，評
価懸念は言語的攻撃に対しては負の関連がみられる
一方で，敵意に対しては有意な正の関連がみられ，
敵意は短気に対して正の関連がみられ，短気は身体
的攻撃，言語的攻撃に対して正の関連がみられた。
つまり，評価懸念は言語的攻撃を抑制できるが，評
価懸念は敵意を高め，また敵意が短気を高めること
によって，身体的攻撃や言語的攻撃といった表出性
攻撃につながるという結果が示された。評価懸念は
直接的には言語的攻撃を抑制できるが，間接的には
言語的攻撃を促進するという結果になった理由は 2
つ考えられる。
　第一は，評価懸念の高さは，周囲の様子に気を配
りながら周囲に程よく合わせることのできる柔軟性
を有しているため（岡田・渡田，1992），直接的には

言語的攻撃を抑制することができるが，他者に対し
て敵意を向け，怒りが喚起されることによって行動
をコントロールすることが難しくなってしまい言語
的攻撃につながってしまったと考えられるだろう。
　第二は，「日本版 Buss-Perry攻撃性質問紙（BAQ）」
の因子である“言語的攻撃”は，自己主張や議論好
きを測定する項目の内容であり（安藤他，1999），他
者からの否定的な評価を恐れることで自己主張をし
にくくなっていると考えられるだろう。
　以上から，評価懸念が高いと攻撃行動は高くなる
という仮説は一部の関連性においてのみ支持された
といえる。
評価懸念と攻撃行動の関連性についてソーシャルサ
ポートの授受による差異の検討
　クラスタ分析によってサポート授受の高低群に分
けたうえで多母集団同時分析を行った結果，高低群
共通の結果としては，評価懸念は敵意に対して正の
関連がみられ，敵意は短気に対して正の関連がみら
れ，短気は身体的攻撃，言語的攻撃に対して正の関
連がみられた。つまり，評価懸念は敵意を高め，ま
た敵意が短気を高めることによって，身体的攻撃や
言語的攻撃といった表出性攻撃につながるというこ
とが示された。また，サポート授受高群においては，
評価懸念は言語的攻撃に対して負の関連がみられた。
つまり，サポート授受高群は評価懸念が高いと他者
からの評価を気にするため言語的攻撃は抑制しやす
いことが示された。一方，サポート授受低群におい
ては，評価懸念は言語的攻撃に対して負の関連はみ
られなかった。これは，サポート授受低群は他者と
のつながりが希薄なために抑制力が働きにくいとい
うことが考えられる。
　以上から，評価懸念が高いと攻撃行動は高くなる

Figure 3　ソーシャルサポートの授受による差異

＊＊p <.01, ＊p < .05
注）�Figure内の左側の数値はサポート授受高群の標準化係数，右側の数値はサポート授受低群の標準化係数を

示している。
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がソーシャルサポート授受が高い場合はこの関連性
は弱まるという仮説は支持されなかった。
本研究の意義と課題
　本研究の結果より，評価懸念が攻撃行動に結び付
くまでのプロセスが明らかになった。ソーシャルサ
ポート授受高群においては，評価懸念は言語的攻撃
を抑制させたが，他者に敵意を向け，怒りが喚起さ
れることによって身体的攻撃や言語的攻撃につなが
る可能性を示した点で一定の意義があるといえるだ
ろう。その一方で，ソーシャルサポート授受低群に
おいては評価懸念が言語的攻撃を抑制することがで
きるという結果が得られなかった。本研究では評価
懸念と攻撃行動の関連のみを検討しているが，評価
懸念と向社会的行動との関連を検討することで評価
懸念についてさらに理解を深めることができると思
われる。
　今後の課題としては，本研究では質問紙で攻撃行
動を測定しており，実際の行動では検討していない。
これについては，現実可能性を高めるために実験を
行い検討する必要があるだろう。また，本研究では
攻撃行動の対象がサポート授受の可能性がある親密
な他者なのか，あるいは外集団なのかといった対象
の特定がなされていない。今後の研究においては攻
撃行動の対象による差異についても検討の必要があ
るだろう。また，本研究ではサポート授受の対象者
として友人を設定したが，家族や教師などサポート
授受の対象者の違いによっても影響があると考えら
れるため，今後の研究ではそのことを考慮に入れた
検討が必要であるだろう。
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要　旨
　本研究では，評価懸念と攻撃行動との関連性を検討す
ることを目的とした。さらに，評価懸念と攻撃行動との
関連性についてソーシャルサポートの授受の高低による
関係性の差異の検討も行った。大学生 153 名に対して質
問調査を行った。その結果，サポート授受高群において，
評価懸念は言葉的攻撃を直接的には抑制するが，他者に
対して敵意を向けることで怒りが喚起され，怒りが喚起さ
れることで身体的攻撃および言語的攻撃につながること
が示された。一方，ソーシャルサポートの授受低群では，
評価懸念と言葉的攻撃の間には関連がみられなかった。
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